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つながる未来へ 子ども会議 !!
町の将来を担う南中３年生。まちづくりについての疑問を問う。

中学生らしい発想での提案も。

— 議員にも聞きたい —
〇議員をしていて、良かったことは　〇議会が無い時は、何をしていますか
〇中学３年生時の夢は？これからの夢は？　〇普段から心がけていることは
〇これからのまちづくりをどう考える？ 又、今どんな取り組みをしている

— 他にも聞きたい —
〇長期滞在できる施設をつくれないか？あると、町の良さ、住民との交流を楽しむことができる。
〇Ａマート跡地利用についてのアンケート結果を受けての活用方法は？
〇誰でも遊べる公園を作る計画はないのか？
〇町の課題、「人口減少」・「お店の少なさ」があるが、課題解決に向けての取り組みは？
〇移住者への支援金制度はないのか？

— ここが聞きたい —　町のシンボル、きよら
カァサ。もう少し目立つようにした方が良い！
駐車場も大型バスが駐車できるように、広くで
きないか？
— 町の答え —　建物を移動できないか検討し
たが、億のお金が必要となり実施しなかった。
上り旗や看板設置も進め、スタッフ一丸となっ
て考えている。大型バス駐車場は、他の駐車ス
ペースを利用して
作 る こ と に 決 め
た。最近は多くの
利用者が見られる
ので、今後の検討
課題としたい。
— こうしては ! —　
三角屋根の色を塗り直したり、看板をもっと各
所に設置してみてはどうでしょう。

— あれも聞きたい—　小国杉は南小国におい
て貴重な資源。子ども
たちに、小国杉を使っ
た「ものづくり体験」
をさせてみては ?
— 町の答え —　「ファ

ブラボ阿蘇南小国」を設立し、町民工房や交流
施設として、一般の方々に小国杉の良さを実感
できる場の提供を目指している。今後は、「ファ
ブクラブ南小国」の作品展示や、木材に触れて
感じたこと等、多くの方に発表できるプレゼン
テーションも考えている。それぞれの言葉で
語っていただくことが、多くの同世代の方々に
も伝わりやすいのではないか。
— こうしては ! —　
各小・中学校で、ファブラボで作った加工品に、
色を塗ったり出来たら良いのでは。
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— あれも聞きたい —　町内でお金が循環する
仕組みはどんなものがある？町内独自通貨を
作ってみては？
— 町の答え —　各種の町内商品券を発行して
いる。地元の品物を買い、地元商店で消費する
という取り組みがさらなる循環を生むもの。地
域通貨については、地域内で循環することがで
きますが、コスト面や、利用できる場所やお店
が少ないと不便を感じて使わなくなったりする
ので、地域通貨の価値がなくなり終息すること
が考えられる。
導入には慎重に検討すべき。

— もっと聞きたい—　町の知名度アップに向
けた取り組みは？　キャンプ場や屋外映画場を
作って、ファブラボ製作遊具を設置しては？
— 町の答え —　町の概要、イベント等あらゆ
る情報をホームページや各メディア、情報誌等
でたくさんの人にお知らせしている。又、（株）
SMO や観光協会、旅館協同組合などが情報を
発信して町を知ってもらって、町に来てもらお
うとしている。知名度を上げるということは、
町に住む人がみんなで行うもの。中学校は、例
えば勉強ができる、部活動が強い、素晴らしい
取り組みをしている等も当然知名度を上げるこ
とにもつながる。

会議後の感想

僕
たちは自分たちの町をよりよくする案を

考えて、町長や議員の方に提案しました。

僕たちの案は、町内だけで使える通貨をつくり、

町内だけでお金が循環するようなしくみをつく

るというものです。そうすることで、町の経済

がうるおい、住民の暮らしもより豊かになるの

ではないかと思いました。その提案に対し、住

民の利用が少ないと通貨が無駄になってしまう

ため、予算的にリスクがあるという答えをいた

だきました。

　僕は今回の子ども会議を通して、改めて自分

の町をよりよくするために考えることができ、貴

重な体験になりました。これからも、自分たち

の町を愛する心をもって暮らしていきたいです。

井　大和

町
の中心で働く方々のお仕事の大変さを感

じることができました。なぜなら、とて

も少ない人数なのに考えなければならないこと

がたくさんあることを知ったからです。その中

で私が一番驚いたのは、町で新しいものをつく

るには、何十年も先のことまで計算して考えな

ければならないということです。それは、たく

さん勉強した議員さんたちにしかできないこと

だと思います。また、行政の方々も、一人一人

が異なった分野の管理を担当し、町の今と将来

を真剣に考えてくださっていることを知って、

とても嬉しい気持ちになりました。今回学んだ

ことを私も将来人のために役立てられるよう、

議員さんたちのようにたくさん勉強したいと思

います。　　　　　　　　　　　　住永　実優

南
小
国
町
で
は
、「
子
ど
も
議
会
」

で
は
な
く
、「
子
ど
も
会
議
」

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

だ
わ
り
は
、
子
ど
も
た
ち
と
議
員
さ

ん
方
、
執
行
部
の
皆
さ
ん
が
、
お
互

い
の
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
町
づ

く
り
を
共
に
考
え
よ
う
と
す
る
ス
タ

ン
ス
を
大
事
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
人
生
の
先
輩
で
あ
る
議
員
さ

ん
方
の
中
学
時
代
の
「
夢
」
や
議
員

と
し
て
の
「
や
り
が
い
」
を
お
話
し
て

も
ら
う
こ
と
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
議
は
、
南
小
国
町
ら
し
さ

が
溢
れ
て
い
る
温
か
い
一
場
面
で
す
。

教
育
長　

岩
切
昭
宏

笑
顔
を
ふ
や
す

　

中
学
３
年
生
の
、
こ
の
町
へ
の
熱
い

思
い
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
の
深
さ

を
よ
り
感
じ
ら
れ
た
「
子
ど
も
会
議
」

で
し
た
。
是
非
将
来
は
、町
職
員
と
し
て
、

又
は
町
長
や
議
員
と
し
て
、
も
し
く
は

企
業
経
営
者
と
し
て
、
も
ち
ろ
ん
住
民

と
し
て
南
小
国
の
発
展
の
た
め
に
、
未

来
の
南
小
国
の
た
め
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
議
員

も
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
、
自

然
豊
か
な
町
の
風
景
を
次
の
世
代
へ
と

残
せ
る
よ
う
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
や
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

編
集
・
文
責　

佐
藤
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令
和
２
年
10
月

第
３
回
臨
時
会　

主
な
審
議

（
一
般
会
計
）

〇
水
稲
被
害
見
舞
金
に
つ
い
て

▼
下
城
議
員　

前
年
度
と
比
較

で
き
な
い
水
稲
の
対
応
は
。
収

入
の
減
っ
て
い
る
精
米
所
へ
の

補
助
は
な
い
か
。

▽
農
林
課
長　

水
稲
共
済
基
準

収
量
を
用
い
て
対
応
。
精
米
所

へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

▽
髙
橋
町
長　

内
容
は
協
議
し

て
練
り
上
げ
た
も
の
。
最
大
限

可
能
な
金
額
を
計
上
し
た
。

〇
超
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
宿

泊
券
補
助
金
・
飲
食
券
補
助
金

に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

購
入
世
帯
に
不

足
は
生
じ
な
い
か
。
取
扱
店
舗

の
受
付
は
改
め
て
実
施
し
な
い

か
。
五
百
円
券
に
で
き
な
い
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

２
割
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
１
・
７
倍
分

を
準
備
。
取
扱
店
舗
は
混
乱
し

な
い
よ
う
現
在
の
利
用
可
能
店

舗
で
対
応
。
取
扱
い
や
換
金
の

こ
と
を
考
え
千
円
券
と
し
た
。

▼
森
永
議
員　

一
世
帯
で
な
く

一
人
当
た
り
に
で
き
な
い
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

例
年
の

２
割
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
同

様
に
世
帯
単
位
と
し
た
。

〇
農
業
振
興
費
・
商
工
振
興
費

に
つ
い
て

▼
井
上
議
員　

農
業
振
興
費
及

び
商
工
振
興
費
の
補
助
金
の
趣

旨
と
目
的
は
。

▽
農
林
課
長　

次
年
度
以
降
の

営
農
意
欲
の
向
上
や
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
防
止
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

町
内
で

の
経
済
の
循
環
や
地
産
地
消
の

推
進
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
木
材
市
場

販
売
経
費
助
成
に
つ
い
て

▼
穴
井
千
秋
議
員　

材
積
が
予

定
よ
り
も
少
な
か
っ
た
場
合
、

補
助
率
を
あ
げ
る
考
え
は
な
い

か
。

▽
農
林
課
長　

臨
時
交
付
金
を

財
源
と
し
て
い
る
た
め
補
助
率

２
分
の
１
は
変
え
ら
れ
な
い
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
畜
産
経
営

持
続
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

▼
矢
津
田
議
員　

畜
産
農
家
数

と
牛
の
頭
数
は
。

▽
農
林
課
長　

２
月
１
日
現

在
、
個
人
36
軒
、
法
人
２
社
、

対
象
頭
数
６
１
４
３
頭
。

〇
阿
蘇
郡
市
外
向
け
観
光
商
品

券
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

以
前
は
町
外
向

け
で
あ
っ
た
が
今
回
阿
蘇
郡
市

外
向
け
に
な
っ
た
経
緯
は
。

▽
髙
橋
町
長　

近
隣
の
方
が
特

定
店
舗
で
の
利
用
に
購
入
し
て

い
た
。
今
回
は
他
店
舗
の
利
用

を
促
す
た
め
そ
の
よ
う
に
し
た
。

反
対
討
論

▼
下
城
議
員　

全
体
を
反
対
で

は
な
い
。
来
年
が
無
い
な
ら
ば
、

も
っ
と
思
い
切
っ
た
救
済
策
・

見
舞
金
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
教
育
委
員
の
任
命

（
瓜
上
上
）　

小
田
英
利　

氏

同
　
　
意

　

令
和
２
年
11
月

第
４
回
臨
時
会　

●
条
例
改
正

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て原

案
可
決

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
　
　
　
原
案
可
決

　

令
和
２
年
12
月

第
４
回
定
例
会　

●
条
例
改
正

▼
南
小
国
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
　
　
　
　
原
案
可
決

▼
税
外
収
入
金
に
係
る
督
促
手

数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て原

案
可
決

▼
南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
原
案
可
決

▼
南
小
国
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

10 月臨時会（10月 21 日）採決結果

議案
番号 事　件　名

採
決
結
果

穴
井
則
之

佐
藤
　
毅

井
野
和
哉

井
上
則
臣

矢
津
田
道
夫

下
城
孔
志
郎

児
玉
秀
次
郎

穴
井
千
秋

森
永
一
美

議 案
第 96 号 令和2年度南小国町一般会計補正予算書（第9号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

〇…賛成、　×…反対、　欠…欠席　※今回から賛否の分かれた案件のみ掲載。

補正予算　主な事業 （万円）

一般会計（第９号） 原案可決
令和２年水稲被害見舞金 ６８９７
新型コロナ対策花卉生産持
続事業補助金 ５５５

新型コロナ対策畜産経営持
続事業補助金 ９４９

新型コロナ対策木材市場販
売経費助成 １０８１

超プレミアム商品券発行事
業補助金 １１２７

南小国町町民向け宿泊券補
助金 １０３２

南小国町町民向け飲食券補
助金 ６３２

阿蘇郡市外向け観光商品券 ９５７
水道事業特別会計（第３号） 原案可決
修繕料 １５０
特定地域生活排水処理事業
特別会計（第２号） 原案可決

修繕料 ３５
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主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

阿
蘇
郡
他
町
村

の
状
況
は
。

▽
総
務
課
長　

殆
ど
の
町
村
は

規
則
で
制
定
。
郡
消
防
協
会
の

任
期
も
２
年
で
あ
り
、
そ
こ
と

の
整
合
性
も
考
慮
し
た
。

▼
矢
津
田
議
員　

消
防
団
編
成

の
見
直
し
は
。

▽
髙
橋
町
長　

消
防
団
幹
部
と

今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結

▼
小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
用
端
末

契
約
金
額　
　

１
６
５
０
万
円

契
約
の
相
手
方

　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
支
社

原
案
可
決

●
陳
情

▼
陳
情
書
（
部
落
集
会
所
の
下

水
道
料
金
検
討
の
お
願
い
及
び

矢
津
田
井
手（
用
水
路
）の
整
備

に
つ
い
て
の
お
願
い
）

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

一
部
採
択

▼
小
田
川
・
長
田
川
の
河
川
堤

防
・
改
修
に
関
す
る
陳
情

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

採
　
　
択

▼
小
田
川
の
河
川
復
旧
と
改
修

に
つ
い
て
の
陳
情

経
済
建
設
常
任
委
員
長
報
告

一
部
採
択

主
な
審
議

（
一
般
会
計
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

今
ま
で
の
実
績

と
今
後
の
見
込
み
は
。
返
礼
品

の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
か
。

▽
総
務
課
長　

11
月
末
で
約
３ 

万
８
５
０
０
件
の
５
億
７
０
０ 

０
万
円
。
昨
年
度
実
績
も
考
慮

し
て
10
億
円
を
予
算
計
上
。
一

部
の
返
礼
品
に
ラ
ベ
ル
の
二
重

貼
り
が
あ
っ
た
。

▼
森
永
議
員　

使
途
を
町
民
に

知
ら
せ
る
予
定
は
な
い
か
。

▽
総
務
課
長　

財
政
事
情
の
公

表
の
際
に
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
た
い
。

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

▼
穴
井
則
之
議
員　

事
業
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

▽
農
林
課
長　

国
県
の
補
助
事

業
の
対
象
か
ら
外
れ
た
も
の
の

一
部
に
対
す
る
も
の
。

○
時
間
外
手
当
に
つ
い
て

▼
穴
井
則
之
議
員　

職
員
の
健

康
状
態
の
ケ
ア
は
。

▽
建
設
課
長　

７
月
豪
雨
災
害

関
係
で
計
上
。
現
在
災
害
査
定

対
応
中
。
衛
生
委
員
会
の
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
実
施
済
み
。

○
学
校
空
調
設
備
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

工
事
の
内
容

は
。
特
別
教
室
へ
の
設
置
は
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

市

原
小
特
別
支
援
学
級
の
新
設
、

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
複
式
学
級
の

分
割
授
業
、
中
学
校
新
入
生
増

に
伴
う
普
通
教
室
へ
の
設
置
。

特
別
教
室
へ
は
今
後
少
し
ず
つ

計
画
し
て
い
き
た
い
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

接
種
の
回
数
や

順
序
は
。

▽
町
民
課
長　

ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。
こ
の
予
算
で
体
制
の

整
備
を
行
う
。

〇
テ
レ
ワ
ー
ク
用
パ
ソ
コ
ン
購

入
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

今
後
在
宅
勤
務

な
ど
を
実
施
す
る
の
か
。

▽
総
務
課
長　

現
在
は
分
散
勤

務
の
み
。
パ
ソ
コ
ン
購
入
後
は

在
宅
勤
務
を
進
め
る
。

〇
職
員
採
用
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

今
年
度
の
見
通

し
は
。

▽
総
務
課
長　

土
木
職
２
名
一

般
職
４
名
が
内
定
。
保
育
士
２

名
を
追
加
試
験
予
定
。

（
介
護
保
険
）

〇
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

▼
下
城
議
員　

基
本
的
な
業
務

内
容
は
。

▽
福
祉
課
長　

高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
総
合
相
談
窓
口
。

（
水
道
事
業
）

〇
黒
川
地
区
の
工
事
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

工
事
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

▽
建
設
課
長　

令
和
３
年
度
当

初
予
算
に
計
上
後
、
進
め
て
い

き
た
い
。

▼
井
上
議
員　

事
業
所
の
負
担

は
な
い
か
。

▽
建
設
課
長　

加
入
負
担
金
、

監
督
手
数
料
、
事
務
手
数
料
が

事
業
所
の
負
担
。

▼
井
上
議
員　

事
業
所
の
新
設

が
町
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
何
ら
か
の
対
策
を
要
望
す

る
。

〇
波
居
原
簡
易
水
道
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

水
脈
探
査
後
の

見
通
し
は
。

▽
建
設
課
長　

候
補
地
３
地
点

の
比
較
検
討
に
も
う
少
し
時
間

を
要
す
る
。

（
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
）

〇
空
き
家
物
件
に
つ
い
て

▼
穴
井
則
之
議
員　

使
用
料
の

減
免
は
で
き
な
い
か
。

▽
建
設
課
長　

今
の
制
度
で
は

減
免
で
き
な
い
。

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第 10号） 原案可決
テレワーク用パソコン・タブレット ５０５
ふるさと納税謝礼 １億７９３９
ふるさと納税通信運搬費 ２５０６
ふるさと納税基金積立金 ４億８０００
農地農業用施設災害復旧工事事業補助金 ３５００
自主防災組織用ＬＥＤ投光器 １５２１
小中学校空調設備設置工事 ９５３
公共土木災害復旧測量設計委託 ２３００
国民健康保険特別会計（第３号） 原案可決
一般被保険者高額療養費負担金 ４５８
後期高齢者医療特別会計（第２号） 原案可決
システム改修委託料 １８
介護保険特別会計（第３号） 原案可決
居宅介護サービス給付費負担金 ７３９
水道事業特別会計（第４号） 原案可決
配水管布設替工事設計業務委託料 ５００
農業集落排水事業特別会計（第３号） 原案可決
修繕料 ７０
特定地域生活排水処理事業特別会計（第３号） 原案可決
修繕料 ２０
公共下水道事業特別会計（第４号） 原案可決
消費税 ５５
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急
げ
！
人
口
減
少
歯
止
め
対
策

【
議
員
】
出
生
者
数
増
加
へ
、
出
会
い

の
場
の
創
出
、
不
妊
治
療
へ
の
助
成
拡

大
、
出
産
祝
い
金
や
児
童
手
当
増
額
等

を
行
っ
て
み
て
は
。

【
町
長
】
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
を
考
え
る
。
結
婚
・
出
産
祝

い
金
制
度
は
他
の
自
治
体
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。

【
町
民
課
長
】
町
の
将
来
を
考
え
る
と

子
ど
も
の
数
は
と
て
も
重
要
。
不
妊
治

療
事
業
を
含
め
、
新
た
な
支
援
金
制
度

も
考
え
る
。

【
議
員
】
移
住
者
・
転
入
者
増
加
へ
、

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
Ｕ

タ
ー
ン
の
す
す
め
、
三
世
代
同
居
支
援

等
を
行
っ
て
み
て
は
。
ま
た
企
業
誘
致

や
中
高
生
向
け
の
起
業
塾
を
開
講
し
、

町
外
流
出
の
歯
止
め
と
し
て
は
。

【
町
長
】
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

是
非
置
き
た
い
。
住
居
確
保
の
為
に
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
等
の
見
直
し

を
行
う
。
企
業
誘
致
、
中
高
生
の
起
業

塾
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
協
議
し
て
い
く
。

町
道
の
今
後
の
維
持
管
理

【
議
員
】
町
道
の
い
た
る
所
に
、
ヒ
ビ

や
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
が
見
受
け
ら
れ
る
。

先
だ
っ
て
建
設
業
協
会
の
方
々
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
補
修
を
し
て
い
た
だ
い

た
が
、
今
後
の
舗
装
計
画
は
。

【
町
長
】
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
舗
装

の
状
態
が
悪
い
箇
所
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
簡
易
な
補
修

は
建
設
課
職
員
で
対
応
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
具
体
的
な
舗
装
計
画
は
な

い
。
災
害
復
旧
事
業
が
落
ち
着
く
ま
で

は
、
小
規
模
補
修
で
対
応
し
て
い
く
。

【
議
員
】
経
費
の
面
も
あ
る
と
思
う
が
、

早
急
の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
町
道

に
お
い
て
、
未
舗
装
の
区
間
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

【
建
設
課
長
】
全
町
道
２
８
５
路
線
で
、

総
延
長
が
３
１
７
㎞
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
１
７
０
㎞
が
舗
装
済
み
で
、
舗
装
率

と
し
て
は
53
％
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

佐藤　毅
議員

矢津田　道夫
議員

人口推移 （単位：人）

年度（3/31 時点） 総人口 出生数
1990 年（平成 2年） 5,164 54
1995 年（平成 7年） 5,013 45
2000 年（平成 12 年） 4,900 30
2005 年（平成 17 年） 4,851 32
2010 年（平成 22 年） 4,530 36
2015 年（平成 27 年） 4,240 25
2016 年（平成 28 年） 4,159 29
2017 年（平成 29 年） 4,090 25
2018 年（平成 30 年） 4,028 26
2019 年（令和 1年） 3,965 26
2020 年（令和 2年）※ 3,926 18

※ 12/31 現在

南小国ふるさとだより「元気にしちょるね？」
事業によるアンケート結果より
Q：南小国町へのUターンの可能性
　　○全く無い　　　　 5
　　○無いと思う　　　14
　　○検討している　　10
　　○その他　　　　　 4

【フリーコメント】
・仕事、子育てが落ち着いたら帰りたい思いはある
・子どもが成人したら夫婦で帰りたい
・仕事があれば帰りたい
・働き甲斐のある職場、高水準の教育環境

ご協力いただいた建設業協会の皆さん

町道黒川波居原線の補修風景
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志
童
子
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
及
び
橋

の
拡
張
の
予
定
は

【
議
員
】
志
童
子
集
落
か
ら
志
津
地
区

に
繋
が
る
町
道
は
、
地
元
住
民
に
と
っ
て

大
事
な
生
活
道
路
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル

や
志
賀
瀬
川
の
橋
は
幅
員
が
狭
く
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
が
１
台
通
れ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
今
後
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
県
道
改
良
工
事
は
用
地
買
収

が
完
了
せ
ず
、
平
成
25
年
度
に
休
止
が

決
定
し
た
。
志
童
子
ト
ン
ネ
ル
は
県
道

南
小
国
波
野
線
の
方
針
が
決
定
し
な
い

現
状
で
は
、
具
体
的
方
針
を
打
ち
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
ト
ン
ネ
ル
・
橋
は

将
来
的
に
は
拡
幅
の
改
良
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
継
続
的
な
監
視

を
強
化
し
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

原
野
の
今
後
の
管
理
・
開
発

【
議
員
】
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
原

野
の
維
持
管
理
そ
し
て
開
発
に
つ
い

て
、
い
か
な
る
考
え
か
。

【
町
長
】
本
町
の
原
野
は
美
し
い
里
山

の
景
観
を
形
成
し
、
先
人
が
築
い
て
き

た
貴
重
な
財
産
で
、
町
を
支
え
る
極
め

て
重
要
な
資
産
で
あ
る
。
こ
れ
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
保
護
・
維
持
と

破
壊
防
止
、
規
制
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
阿
蘇
世
界
文
化
遺
産
登
録
事
業

推
進
協
議
会
や
他
自
治
体
と
連
携
し
て

い
く
。

【
議
員
】
地
元
牧
野
で
は
、
野
焼
き
が

で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
目
の
前
に
来

て
い
る
。
入
会
権
を
町
に
返
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

【
総
務
課
長
】
協
議
会
な
ど
入
会
権
者

や
林
野
関
係
者
と
総
合
的
に
意
見
を
聞

く
場
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

【
農
林
課
長
】
公
社
の
問
題
等
を
考
え
、

牧
野
を
維
持
管
理
す
る
上
で
農
林
業
の

基
盤
整
備
、
経
営
も
含
め
て
一
歩
一
歩

着
実
に
進
め
た
い
。

児玉　秀次郎
議員

下城　孔志郎
議員

草原の維持には野焼きが欠かせない

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
及
び
美
し
い
村
補

助
金
支
出
後
の
効
果
測
定
は

【
議
員
】
起
業
・
新
規
事
業
に
対
し
て

交
付
後
、
長
期
視
点
で
事
業
が
継
続
し
、

運
営
に
よ
り
収
益
が
得
ら
れ
て
い
る
の

か
、
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
４
年
間
で
、
美
し
い
村
補
助
金

が
１
４
７
２
万
８
０
０
０
円
、
夢
チ
ャ
レ

ン
ジ
補
助
金
が
２
３
４
１
万
７
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
活
動
報
告
書

と
し
て
、
３
年
間
提
出
を
お
願
い
し
て

い
る
。
令
和
元
年
度
の
売
り
上
げ
に
つ

い
て
は
、
約
２
２
９
１
万
５
０
０
０
円

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
個
人
・

団
体
・
地
域
の
熱
い
思
い
を
町
と
し
て

支
援
し
て
、
挑
戦
の
生
ま
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
強
く
推
進
し
て
い
く
。

道幅の狭い志童子地区のトンネル
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今
年
の
ウ
ン
カ
被
害
、
来
年
の
対

策
は

【
議
員
】
今
年
の
ウ
ン
カ
被
害
は
大
変

だ
っ
た
。
今
年
を
教
訓
と
し
、
来
年
以

降
被
害
に
遭
わ
な
い
為
に
も
対
策
が
必

要
だ
。

【
町
長
】
水
稲
被
害
見
舞
金
を
出
し
て

負
担
軽
減
を
図
り
、
次
年
度
作
付
け
を

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
対

策
は
、
研
究
所
・
薬
剤
メ
ー
カ
ー
の
協

力
を
頂
き
、
発
生
原
因
・
防
除
方
法
等

の
資
料
を
作
成
し
、
配
布
を
行
っ
た
。

ま
た
減
収
に
対
応
し
た
収
入
保
険
へ
の

加
入
推
進
も
行
っ
て
い
る
。

【
議
員
】
農
薬
散
布
だ
け
で
は
効
果
が

な
い
。
小
ま
め
な
調
査
・
対
策
、
被
害

の
少
な
い
方
の
や
り
方
等
の
情
報
共
有

や
、
専
門
家
の
講
演
会
を
し
て
は
ど
う

か
。

【
農
林
課
長
】
情
報
共
有
は
必
要
。
農

協
や
県
と
協
力
し
対
応
し
て
い
く
。

【
議
員
】
無
農
薬
米
生
産
者
へ
の
対
策

も
今
後
考
え
て
欲
し
い
。

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
た
め
に
！

【
議
員
】
日
頃
か
ら
保
育
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
有
難
い
。
保
育
士
確
保
の
た
め
、

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
た
め
に
次
の
３

点
を
提
案
す
る
。

①
保
育
士
を
目
指
す
学
生
向
け
の
保
育

園
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ツ
ア
ー
開
催

②
求
職
者
が
欲
し
い
情
報
の
掲
載

③
３
歳
未
満
児
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
家
庭
内
育
児
手
当
（
未
満
児
を
自

宅
保
育
す
る
家
庭
へ
の
補
助
金
）
の

新
規
策
定

【
町
長
】
保
育
士
の
確
保
・
ク
ラ
ス
編

成
の
調
整
等
で
待
機
児
童
が
で
な
い
よ

う
に
努
め
、
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
保
育
園
に
し
て
い
く
。

①
実
際
に
南
小
国
に
来
て
体
験
し
て
も

ら
う
の
は
一
番
分
か
り
や
す
い
と
思

う
。
ど
う
い
う
形
で
実
施
で
き
る
の
か

考
え
て
い
く
。

【
福
祉
課
長
】
②
今
は
必
要
最
低
限
の

情
報
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
の
で
、
載

せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
載
せ
て
い
く
。

③
内
部
で
協
議
し
て
決
め
た
い
。

労
働
力
不
足
に
対
策
を

【
議
員
】
深
刻
な
労
働
力
不
足
を
抱
え

る
町
内
事
業
者
も
多
数
あ
る
。
町
内
で

労
働
力
を
補
う
仕
組
み
を
つ
く
る
な
ど

町
と
し
て
も
何
か
し
ら
打
ち
手
を
用
意

し
て
は
ど
う
か
。
次
の
４
点
を
提
案
す

る
。

①
役
場
職
員
の
副
業
解
禁

②
資
格
取
得
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

③
町
内
の
短
期
の
お
仕
事
紹
介
・
マ
ッ

チ
ン
グ

④
全
国
の
失
業
者
に
向
け
た
町
内
企
業

へ
の
就
職
支
援

【
町
長
】
労
働
力
不
足
は
各
産
業
に
お

い
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
各

関
係
団
体
な
ど
と
も
情
報
共
有
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
協

議
し
て
い
く
。
①
先
進
事
例
を
参
考
に

今
後
判
断
し
て
い
く
。
②
よ
そ
の
事
例

を
踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
い
く
。
③
④

総
合
的
に
町
独
自
で
何
か
で
き
な
い
か

と
Ｓ
Ｍ
Ｏ
の
中
で
も
模
索
し
て
い
る
。

※
③
は
12
月
14
日
サ
ー
ビ
ス
開
始

穴井　千秋
議員

森永　一美
議員

空
き
家
空
き
地
対
策

【
議
員
】
少
子
高
齢
化
で
住
ま
な
く
な

る
家
屋
は
増
加
す
る
。
空
き
地
等
も
増

え
る
。
行
政
が
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
。

【
町
長
】
空
き
家
等
の
実
態
調
査
を
進

め
、
所
有
者
の
特
定
や
意
向
調
査
を
行

い
、
状
況
を
把
握
し
、
必
要
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
。
た
だ
、
家
屋
の
管
理
処

分
は
所
有
者
が
行
う
も
の
。
適
切
な
管

理
処
分
を
行
え
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ

支
援
し
て
い
く
。
空
き
家
を
増
や
さ
な

い
、
空
き
家
の
利
活
用
に
取
り
組
む
。

【
議
員
】
移
住
者
へ
の
受
け
入
れ
先
と

な
る
住
宅
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
は
。

【
町
長
】
防
災
、
防
犯
の
面
か
ら
も
空

き
家
対
策
は
早
期
解
決
を
必
要
と
し
て

い
る
。
先
進
地
の
事
例
を
も
と
に
、
補

助
金
制
度
等
を
活
用
し
、
空
き
家
対
策

に
取
り
組
む
。
ま
た
空
き
家
予
備
軍
に

お
い
て
も
調
査
を
進
め
て
い
く
。
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ど
う
な
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

て
替
え

【
議
員
】
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
早
急
に
建
て
替
え

地
の
確
保
を
し
て
、
建
て
替
え
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
用
地
の
問

題
や
財
政
面
な
ど
、
一
つ
一
つ
解
決
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
く
。

【
議
員
】
給
食
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
な

が
ら
の
建
て
替
え
は
無
理
で
あ
り
、
代

替
地
は
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
、
小
国
町
の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
共
同
活
用
し
て
、
現
在
地

に
建
て
替
え
る
の
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
い
ろ
ん
な
施
設
建
設
の
際
に
、
近

隣
町
村
と
連
携
し
て
負
担
を
減
ら
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思

う
。
可
能
な
ら
ば
小
国
町
と
連
携
し
た

い
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
能
力
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
難
し
い
と
思
う
。

今
後
負
担
を
減
ら
し
て
い
く
上
で
も
検

討
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
移
住
定
住
促
進
は

【
議
員
】
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
本
町
も
移

住
定
住
促
進
や
関
係
人
口
創
出
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

①
移
住
者
支
援
と
し
て
準
備
金
１
０
０

〜
２
０
０
万
円
を
用
意
し
て
は
ど
う

か
。

②
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か
。
他

自
治
体
で
は
大
き
な
看
板
を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

【
町
長
】
移
住
の
検
討
材
料
と
な
る
の

は
「
住
居
」
と
「
仕
事
」
だ
と
考
え
る
。

生
活
体
験
施
設
を
活
用
し
た
中
長
期
的

に
滞
在
で
き
る
機
会
を
設
け
、
実
際
の

暮
ら
し
や
農
作
業
や
仕
事
を
体
験
し
、

移
住
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
。

①
町
の
独
自
色
を
出
す
の
は
必
要
だ

が
、
お
金
目
的
の
方
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

②
Ｐ
Ｒ
は
色
々
な
手
法
が
あ
る
。
情
報

発
信
は 

※

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

で
も
や
っ

て
い
る
が
、
よ
り
ベ
タ
ー
な
仕
方
を

関
係
者
と
話
し
て
い
く
。

※
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
…
Ｓ
Ｍ
Ｏ
が
運
営

す
る
観
光
情
報
サ
イ
ト

井野　和哉
議員

穴井　則之
議員

矢ヶ部地区にある「生活体験施設」

野
焼
き
等
に
町
職
員
の
応
援
を

【
議
員
】
毎
年
町
内
で
も
野
焼
き
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
後
継
者
の
減
少
や

高
齢
化
の
た
め
、
作
業
に
苦
慮
し
て

い
る
牧
野
組
合
が
多
々
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
役
場
職
員
も
町
外
か
ら
若
い
人
材

が
入
っ
て
き
て
お
り
、
職
員
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
野
焼
き
等
に
参
加
さ
せ

ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

は
任
意
で
あ
り
、
私
か
ら
指
示
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
積
極
的
に
周
知
し
、
可
能

な
限
り
参
加
を
促
す
。

【
議
員
】
町
外
か
ら
の
職
員
は
、
町
民

と
交
流
の
機
会
が
少
な
い
。
野
焼
き
に

限
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
作
業
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
る
と
思
う
の
で
、

職
員
を
中
心
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
。

「空き家バンク」制度利用状況
Ｒ３年１月現在

令和元年度 令和２年度

総登録数
（年度内累計） 17 14

契約成立数 2 5

内覧数 4 22
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小国町外一ヶ町公立病院組合 議会報告

阿蘇広域行政事務組合 議会報告

　病院・老人保健施設・訪問看護ステーションの設置・管理及び運営に関する事務処理を組合が
行っています。組合の議会議員に小国町 4 名、南小国町 2 名の町の議員がなっています。また、
うち 1 名が議員監査委員として、定期監査及び決算監査業務を行っています。病院組合の議会定
例会は、年 3 回、3・9・12 月に行われています。
　令和元年度　決算認定 　令和２年９月定例会にて

病院
　医業収益 ９億４３０１万円
　医業外収益 ２億７９６９万円
　　収益計 １２億２２７０万円
　人件費 ８億 １８９万円
　材料費 １億２２１６万円
　経費等 ２億８８８７万円
　　費用計 １２億１２９２万円

老人保健施設

　施設療養収益 ２億４７０８万円
　　収益計 ２億４７０８万円
　人件費 ２億 ５７３万円
　材料費 １４３２万円
　経費等 ８６８８万円
　　費用計 ３億 ６９３万円

訪問看護

　訪問看護収益 １９６０万円
　　収益計 １９６０万円

　人件費 １７９０万円
　経費等 １２７万円
　　費用計 １９１７万円

　令和２年度　予算 　令和２年３月定例会にて

病院
　医業収益 ９億２８７６万円
　医業外収益 ３億７９３６万円
　　収益計 １３億 ８１２万円
　人件費 ８億８４３８万円
　材料費 １億４３９６万円
　経費等 ２億４４０２万円
　　費用計 １２億７２３６万円

老人保健施設

　施設療養収益 ２億９３４５万円
　　収益計 ２億９３４５万円
　人件費 ２億２５５１万円
　材料費 １５８７万円
　経費等 ８３５９万円
　　費用計 ３億２４９７万円

訪問看護

　訪問看護収益 ２６７０万円
　　収益計 ２６７０万円

　人件費 １９００万円
　経費等 １４４万円
　　費用計 ２０４４万円

　コロナ禍において、医療従事者・介護従事者の皆様のご尽力に感謝申し上げます。　　　 文責：佐藤

　阿蘇郡市の７市町村で組織されており、一部の行政サービスを共同で行っています。共同で実
施している業務としては、一般廃棄物処理・火葬・老人ホーム・広域消防などがあります。組合
の議会議員は 23 名（南小国町 2 名、阿蘇市 6 名、小国町 3 名、産山村 2 名、高森町 3 名、南阿
蘇村 4 名、西原村 3 名）で構成されています。今回は、阿蘇広域の担う業務の中からいくつかご
紹介します。

大阿蘇環境センター未来館
ごみ燃料化（RDF）施設

　西原村を除く６市町村で
構成されており、令和元年
度 15438 トンの可燃ごみか
ら 7913 トンの工業用燃料
（RDF）を製造しています。

大阿蘇環境センター未来館
リサイクルプラザ施設

　RDF 施設と同様、西原村
を除く6市町村で構成されて
おり、令和元年度不燃ごみ
701トン、資源ごみ 1828ト
ンを処理しています。

阿蘇広域消防本部
北部分署

　現在 22 名（日勤 1 名・
隔日勤務 21 名）の職員が、
3 部体制で消防業務に携
わっています。

10

公立病院議会・阿蘇広域議会報告



令和２年・３年　議長・議会日誌

11
　
　
月

5
阿蘇市町村議長会議長・事務局長研修会

立野ダム・新阿蘇大橋見学（写真①）

9 サトウロジックラッピングトラックお披露目式

12
熊本県町村議会広報コンクール表彰式、議会広報

研修会（写真②）

17
県議長会町村議会常任委員長・議会運営委員長研

修会（写真③）

24 阿蘇広域議会臨時会

24 入会林野等評価委員会

25 第 64 回町村議会議長全国大会

26 木質バイオマス活用推進協議会

26 林業を考える会

27 令和２年第４回臨時会

27 議員勉強会

27 経済建設常任委員会

28 小中学生プレゼンテーション大会

30 小国公立病院議会

12
　
　
月

1 議会運営委員会

4 阿蘇地域振興デザインセンター理事会

8～ 10 令和２年第４回定例会

10 中学生子ども会議

10 議会広報調査対策特別委員会

18 阿蘇広域議会運営委員会

18 ケーブルテレビ番組審査委員会

21 奨学生選考委員会

24 阿蘇広域議会定例会

24 障害者計画策定委員会

24 介護保険計画策定委員会

25 県町村議長会第４回理事会

１
　
　
月

12 阿蘇市町村議長会総会（写真④）

14 立志式（写真⑤）

22 令和３年第１回臨時会

22 議会広報調査対策特別委員会

写真①

写真②

写真③

写真④

写真⑤
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議
会

だ
よ

り
 み
な
み
お
ぐ
に
　
令
和
３
年
２
月
　
第
120号

〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143

番
地

☎
 0967(42)1125　

 FAX  0967(42)1122
編

集
：

議
会

広
報

調
査

対
策

特
別

委
員

会
発

行
：

南
小

国
町

議
会

　

新
た
な
気
持
ち
で
、
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
の
日
常
を
簡
単
に
奪
わ
れ
、
見
え
な
い
恐

怖
と
不
安
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
過
ご
し
た
一
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
、
７
月
の
豪
雨
や
９
月
の
台
風
に
ト
ビ

イ
ロ
ウ
ン
カ
の
水
稲
被
害
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
町
民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
、

昼
夜
分
か
た
ず
献
身
的
に
尽
く
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
、
役
場
職
員
や
医
療
・
福
祉
関
係
の
方
々
や
、

日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
制
約
や
制
限
の
中
で
、
今
ま
で
の
生

活
形
態
か
ら
大
き
く
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
新
た
な

生
活
の
あ
り
方
を
見
出
し
、
一
日
も
早
く
失
わ
れ

た
日
々
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
行
政
と
町
民
の
皆

様
と
連
携
し
な
が
ら
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
井
野
和
哉
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

…
お
茶
と
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
が
お
茶
に
出
会
っ
た
の
は
女
学
校
の
時

で
し
た
。
初
め
て
見
る
作
法
の
美
し
さ
と
奥

深
さ
に
一
瞬
で
惹
か
れ
ま
し
た
。
社
会
人
に

な
っ
て
も
お
稽
古
を
続
け
て
い
た
ら
、
い
つ
の

間
に
か
自
分
が
教
え
る
側
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
お
茶
は
面
白
く
て
大
好
き
で
す
。

…
卒
園
児
お
茶
会
の
開
催
に
至
っ
た
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

保
育
園
の
先
生
と
話
し
て
い
た
時
に
、
ふ

と
思
い
つ
き
、
園
児
が
お
茶
に
触
れ
る
機
会

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し
た
。
集

中
力
も
つ
く
の
で
良
さ
そ
う
で
す
ね
と
、
二

つ
返
事
で
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
な
の
で
、
子
ど
も
達
が
日
頃
の
送
迎
な
ど

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
祖
父
母
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
お
茶
を
点
て
て
は
ど
う
か
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
年
長
さ

ん
に
教
え
て
卒
園
前
に
実
施
す
る
こ
と
で
話

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

…
卒
園
児
お
茶
会
を
さ
れ
て
み
て
い
か
が

で
し
た
か

　

子
ど
も
達
に
お
茶
を
教
え
る
の
は
本
当
に

面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
と
て
も
素
直
で
覚
え
が

良
い
の
で
、
短
期
間
の
お
稽
古
で
す
が
、
立

派
な
お
茶
会
に
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
卒
園
児
お
茶
会
で
は
保
護
者
か

ら「
と
て
も
良
か
っ
た
。ぜ
ひ
継
続
し
て
欲
し
い
」

「
う
ち
の
子
が
座
っ
て
お
茶
を
点
て
て
い
て
感

動
し
ま
し
た
」
と
い
う
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
保
護
者
と
し
て
参
加
さ
れ

た
方
が
お
孫
さ
ん
の
お
茶
会
に
参
加
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
長
く
や
っ
て
い

る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
少
し
で
も
町
へ
の

恩
返
し
に
な
れ
ば
と
思
い
開
催
し
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
長
く
続
い
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
し
み

じ
み
と
感
じ
ま
す
。

　

今
は
後
任
の
方
に
指
導
を
引
き
継
い
で
い
ま

す
が
、
町
の
子
ど
も
達
が
日
本
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
継
続
し
て
く
れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

取
材
・
文
・
写
真
：
森
永
一
美

杉野雅子さん
お茶に魅せられ、お茶に親しみ、お茶を愛す
「卒園児お茶会」を発案した茶文化継承人

プロフィール
市原本町在住。町役場職員では初の女性課長を、退職後は行
政相談員を10 年務める。33 年前の役場在籍中に「卒園児お
茶会」を発案し実施。卒園児お茶会はその後も毎年開催し、今
では町内３園の恒例行事となっている。

町民インタビュー　Vol.4

卒園児お茶会では、通常のお茶会と同様に
お席入りからはじめ、お茶を点てます。

子ども達が運びやすいようにと、
杉野さんが考案した卒園児お茶会
用のセット。
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